



































































のではないことを述べている。愛の三つの種類とは、家族愛［amour de la 
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『思想と動き』平凡社、₂₀₁₃年。河野与一訳『思想と動くもの』岩波書店、₁₉₉₈年］
 C : Correspondances, PUF, ₂₀₀₂.







ジュ・ド・フランスの講義録（Henri Brrgson, Histoire de l ＇idée de temps. Cours au 
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Collège de France ₁₉₀₂-₁₉₀₃, ₂₀₁₆, PUF, p₆₀．邦訳は、藤田尚志・平井靖史・岡嶋隆
佑・木山裕登訳『時間観念の歴史：コレージュ・ド・フランス講義 ₁₉₀₂-₁₉₀₃年度』
書肆心水、₂₀₁₉年、p.₆₅）には、「自然に反する努力（〔un effort qui est contre 













 　₁₉₀₃年の「形而上学入門」では、「知性の通常の働きを転倒させる ［un 
renversement du travail habituel de l＇intelligence］」（PM ₁₉₈）という表現や、「形而
上学が可能であるとすれば、それは思考の自然の坂道を登り、精神をふくらませて、
自分の学ぶもののなかにただちに身を置き、概念から実在へではなく、実在から概
念へ進む努力によるものでしかありえない［elle ne peut être qu＇un effort pour 
remonter la pente naturelle du travail de la pensée］」（PM ₂₀₆）、「哲学するとは、思
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考の習慣的な方向を逆転することである
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
［Philosopher consiste à invertir la direction 
habituelle du travail de la pensée］」（PM ₂₁₄、強調はベルクソンによる）と、哲学の
反自然的な性格について、繰り返し述べられている。















Henri Bergson, Les deux sources de la morale et de la religion, ₁₉₃₂, G. Waterlot, F. 
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れており、amourの同義語であることが註に書かれている。（p.₃₈₈）
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（ ₈） Cf. DS ₂₈.
（ ₉） 石井敏夫『ベルクソン化の極北』理想社、₂₀₀₇年。
（₁₀） Cf. ibid., p.₁₇₀.
（₁₁） Ibid., p.₁₇₈.
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エイヤール＝バロン、上村博訳『ベルクソン』白水社、₁₉₉₃年、₁₂₁頁）
（₁₄） Ibid., p.₁₀₄（邦訳₁₂₄頁）
（₁₅） 高坂絢乃「ベルクソンと否定の問題（₂）――否定と直観」の第 ₂節「言語とイ
マージュ――表現と暗示」を参照。ベルクソンが哲学において批判しているのは
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